
　市内の8郵便局と五所川原郵便局が5月29日、市と
「災害時相互応援協定」を締結しました。
　災害時のほか、平常時の高齢者見守り活動なども
含まれ、連携してスピード感ある市民サービス提供
を目指します。
　協定の内容は、災害時には、郵便局側が臨時郵便
ポスト設置や被災者へのはがき無償交付、市側が通
信手段確保のための場所・資材等の提供など。平常
時には、郵便配達員が高齢者の異変や道路の損傷、
不法投棄などを発見した場合に、市や関係機関に連
絡します。
　締結式では、福島市長と工藤正幸木造郵便局長、
高橋久五所川原郵便局長が協定書に署名。工藤局長
は「簡易郵便局を含め20局で市内の隅々を見守り、
地域に貢献できるよう取り組みます」と述べました。

　長年にわたり、地域の交通安全活動に貢献された花岡ト
キさん（前市交通安全母の会連合会会長）と会津誠造さん

（前つがる地区安全運転管理事業主会会長）が6月20日、
古川昭治つがる警察署長より感謝状が贈呈されました。
　花岡さんは、昭和45年から木造地区の会長として、合
併後は初代市母の会連合会会長として合わせて40数年
間、地域の交通安全街頭活動等を実施され、子どもと高齢
者の交通事故防止活動に尽力。今年4月に会長を退任され
ました。
　会津さんは、平成14年から会長として、事業所内の運
転者の安全運転確保や指導・点検など広く啓発活動を実施
され、地域で働く多くの方々の交通安全に貢献されまし
た。今年5月に会長を退いています。
　お二人の長年の功績に敬意を表します。長きにわたりお疲れさまでした。

　当市（旧木造町）においては、土砂災害防止法に基づく現地調査を行い、平成22年度に土砂災害警戒区域
等の指定が完了し、警戒避難体制の整備を進めています。法律により、おおむね５年ごとに地形の改変等、
社会情勢の変化を反映させるための基礎調査を行うこととされているため、今回現地調査を実施します。対
象となる土砂災害は「急傾斜地の崩壊」「土石流」「地滑り」の３つの現象で、当市（旧木造町）では８箇所

（急傾斜地の崩壊）指定されています。
指定箇所の所在地　①筒木坂松本　②館岡田小屋野　③丸山簾沢　④筒木坂坂本　⑤館岡沢根　⑥館岡亀山
　　　　　　　　　⑦館岡上稲元　⑧菰槌三好野
　この調査のため、調査員があなたの土地に立ち入り、斜面等の状態を確認することがあります。調査の趣
旨をご理解いただき、ご協力くださるようお願いします。なお、調査員は西北地域県民局長が発行する身分
証明書を携帯していますので、不審な場合は身分証明書の提示を求めてください。

【問い合わせ先】
西北地域県民局地域整備部河川砂防施設課 電話35-2107　　つがる市総務課 電話42-2111（内線345）

防災対策に心強い応援　市と郵便局が相互応援を協定

交通安全活動に貢献されたお二人に感謝状

土砂災害防止法に基づく二巡目基礎調査の実施

協定書に署名した工藤局長（左）、福島市長（中）、
高橋局長（右）

感謝状を受け取る花岡トキさん
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エース塾　☎34-4302　五所川原市田町110-10

小学生向け、夏限定レッスン！

「英語が大好き!」の気持ちを
育む教室です。

夏休みこども英語
トライアルレッスン全３回

進学・学習指導教室

萩野学習会
〒038ｰ3136 つがる市木造萩野13ｰ23（商工会館裏）

対象／小学生・中学生（国・英・数・社・理）

お問い合わせは  TEL.0173（42）1738

夏期講習会の受付を開始します！夏期講習会の受付を開始します！
・青森東高校 1名
・青森明の星高校 1名

・五所川原高校 10名
・木造高校 12名
・五所川原工業高校（電気） 1名

第一志望校へ
全員合格
達成！！

　昨今の北朝鮮の動向を踏まえ、「日本を巡る安全保障を考える」をテーマに、
弾道ミサイル対応について防衛セミナーを開催します。
　皆さんお誘い合わせのうえ、ご来場ください。
と　き　7月29日（土）15時～17時（14時開場）
ところ　柏ふるさと交流センター
テーマ・講師　日本を巡る安全保障を考える～弾道ミサイルへの対応～
　　　　(1)「北朝鮮情勢と弾道ミサイル防衛について」
　　　　　　　講師　防衛省防衛政策課企画官　飯島秀俊氏
　　　　(2)「Ｊアラートによる弾道ミサイル情報の伝達について」
　　　　　　　講師　内閣官房副長官補付内閣参事官　田中賢二氏
　　　　(3)「車力における日米連携」
　　　　　　　講師　航空自衛隊車力分屯基地司令 2等空佐　栗秋健士氏
　　　　※都合により講師、テーマ等が変更になる場合があります。　

【問い合わせ先】東北防衛局地方調整課　電話022-297-8212　
　　　　　　　　つがる市企画調整課　　電話42-2111(内線354)　

　東京都の広告代理店ユーイズム（村田昌志代表取締役）が6月9日、
市に巨大な土偶のモニュメントを寄贈しました。
　これは、2014年に公開されたショートムービー「時ノカケラ」のPR
イベント等のために製作したもの。高さ230㎝、重さ15㎏、ポリウレ
タン製で遮光器土偶をモチーフに作られています。
　亀ヶ岡石器時代遺跡を有しJR木造駅舎にも巨大なしゃこちゃんを設
置するなど、遮光器土偶にゆかりのあるつがる市
で役立ててもらいたいと、村田さん自ら保管場所
である埼玉県入間市から届けてくれました。
　村田さんは「まちおこしで活用して、いろいろな
方に見てほしい。縄文遺跡群の世界遺産登録へ向
けた応援にもなればうれしい」と話していました。
　この巨大土偶は、松の館ロビーに常設展示する
ほか、イベント等にも活用していきます。

　車力小学校の児童と米陸軍車力通信所の軍人が共同制作した「かかし」のコン
テストを開催しています。下記のとおり展示していますので、ぜひご覧いただ
き、お気に入りのかかしに投票をお願いします。

展示場所　むらおこし拠点館「フラット」　　展示期間　7月28日（金）まで
表 彰 式　7月30日（日）10時　むらおこし拠点館「フラット」（フラットまつり開催日）
　　　　　※フラットまつりで表彰式を行いますので、ぜひ見に来てください。

防衛セミナー「日本を巡る安全保障を考える」

ゆかりの地へ巨大土偶プレゼント

松の館へ展示された巨大土偶寄贈してくれた村田さん

日米交流事業
「かかしコンテスト」

 開催中！

入場無料
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